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ブロードバンド・アクセスに対応
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Agilent 89600シリーズ・ベクトル・シ
グナル・アナライザ（VSA）は、初期
の設計シミュレーションから最終的な
ハードウェア・プロトタイプに至るま
で、通信システムの設計を容易にしま
す。89600シリーズVSAは36MHzの帯
域幅を持ち、移動体通信、衛星通信、
ディジタル・ビデオ、無線LAN、
LMDS（Local Multipoint Distribution
Service）などの6.0GHzまでの信号を測
定することができます。

復調機能を備えたスペクトラム・アナ
ライザは、問題の存在を明らかにする
には便利なツールです。しかしながら
DSPまたはRFの問題の多くが、隣接チ
ャネル漏洩電力の増加やコンスタレー
ションのひずみとしてしか示されない
可能性があります。VSAの高度でユニ
ークなエラー解析機能を使用すれば、
問題の原因を見つけることができます。

89600シリーズVSAを、Agilentのアド
バンスド・デザイン・システム（ADS）
と動的にリンクすることにより、シミ
ュレーションのデータとハードウェア
からの測定結果を1つのツールで評価
することができます。そのため、新た
にツールを学習する手間が省けます。
また、シミュレーションとテストに同
じ測定アルゴリズムを用いるので、結
果に対する信頼性も高まります。

ADSソフトウェアと89600 VSAの両方
をAgilent ESGシリーズ信号発生器と
リンクすると、ハードウェアが完成す
るまで待たなくても、システム・レベ

ルの問題を探し始めることができま
す。ハードウェアがまだ存在しない場
合でも、無線機のブロック図全体の
RFおよびDSP問題をVSAで明らかにで
きます。

今日の高性能通信システムでは、バー
スト信号、ホップ信号、変調信号など
の測定しにくい信号を使用しなければ
なりません。新しい技術を用いた設計
では、トラブルの真の原因を突き止め
るのに時間がかかります。Agi len t
89600シリーズのベクトル・シグナ
ル・アナライザは、タイム・ドメイン、
周波数ドメイン、および変調ドメイン
の分析を組み合わせて測定値を提供
し、それを瞬時に適切な形で表示する
ことができます。

スペクトラム・アナライザを超える
性能

VSAは従来のスペクトラム・アナライ
ザと同等の表示／測定機能を備えてい
ますが、それだけでは不十分です。新
しいディジタル・フォーマットには、
新しい測定機能が必要となります。復
調機能付きスペクトラム・アナライザ
などの従来のツールは、問題の存在を
知らせるだけで、問題の原因に対する
手掛かりを与えてはくれません。たと
えば不適切なフィルタリング、スプリ
アス干渉、不適切な補間、DACのオー
バフロー、シンボルのミスタイミング
などのエラーはいずれも、隣接チャネ
ル漏洩電力の増加とコンスタレーショ
ンのひずみを引き起こします。これら
の問題のどれが真の原因であるかを識
別できるのは、VSAだけです。

RFおよびDSP問題の
トラブルシューティング

この2つの信号は、スペクトラム・ア
ナライザで表示するとほぼ同じ信号に
見えます。しかしながらこの無線機は、
まったく信号を送っていません。2番
目の信号は、中心周波数、シンボル・
クロック・レート、フィルタのアルフ
ァ係数が不適切です。復調機能付きス
ペクトラム・アナライザは、これらす
べてをACPRの増加および不鮮明なコ
ンスタレーションとして示すだけで
す。VSAの画面でEVM対時間表示を
行った場合にのみ、これらの問題を識
別できます。
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VSAのアーキテクチャは一
般的なディジタル無線機に
似ています。変調パラメー
タをDSP復調アルゴリズム
に よ っ て 、 3 G お よ び
WLANを含む様々な新フォ
ーマットの復調にも柔軟に
対応します。

AD�
95Mサン�
プル／秒�
12ビット�

ディジ�
タル・�
フィルタ�

サンプル・�
メモリ�

チューナ�
36～�
6000MHz

直交変調器�

ストリーム・�
インタフェース�

アベレージ� 測定計算�

ユーザ演算�

データ・�
レジスタ�

ディス�
プレイ�

トレース・�
データ�
および�
トレース・�
フォー�
マット�

リサンプル�
（任意スパン）� 時間補正� 時間�

ゲーティ�
ング�

ウィンドウ�
処理�

FFT

アナログ�
復調�

記録ファイル�

Windows NT®または�
Windows 2000®

I

Q

VXIハードウェア�

入力DC～�
6.0GHz

新フォーマットに対応した
アーキテクチャ

ベクトル・シグナル・アナライザは、
ディジタル無線機に似たアーキテクチ
ャを持っています。スペクトラム表示
のための高速フーリエ変換（FFT）、必
要な復調を行うDSPアルゴリズムな
ど、ほとんどの解析にDSP処理が使用
されています。信号は、振幅と位相の
両方に注意してディジタイズされてい
ます。ディジタイズした信号は、
89600に内蔵された測定機能および解
析機能で使用できます。あるいは保存
しておいて、外部機器で最後に解析す
ることもできます。

VSAには、連続して変化する位相、振
幅、周波数を解析するための多くの表
示機能が備わっています。無線設計者
がよく使用する表示として、コンスタ
レーション・ダイアグラム、ベクト
ル・ダイアグラムなどがあります。

新しいスペクトログラムなどのその他
の表示は、システムの動作を定性的に
理解するための新しいツールです。

89600は、処理をPCに依存しています。
PCの機能を向上させると、アナライ
ザの性能も自動的に上がります。また
VSAは、ハードウェアからのデータで
も、ツールからの時系列データでも任
意のデータを解析できるので、測定器
やデザイン・オートメーション・ソフ
トウェアを統合することにより機能を
拡大することも可能です。
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89610Aベクトル・シグナル・
アナライザ（DC～40MHz）

卓越したベースバンド性能

89610Aは、39MHzの帯域幅と優れた
位相ノイズ特性、感度、振幅確度を持
つ1チャネル・ベースバンドVSAです。
89610Aは、オプションで768Mサンプ
ル（1152MB）のメモリを含む100Mサ
ンプル／秒のADコンバータを備えて
います。

測定ハードウェアは、持ち運びが便利
なVXIメインフレームに収容されてお
り、データ転送速度を最大にするため
にIEEE1394バスによってPCに接続さ
れています。DSP処理はすべて、PC
（Windows NTまたはWindows 2000）で
行われ、AgilentのADS、Math Works社
のMATLAB、Microsoft® Excelなどの
他のアプリケーションと連携すること
ができます。Agilent 89600シリーズの
ベクトル・シグナル・アナライザは、
COM API Active Xプログラミングを用
いてプログラムすることができます。

89611A 70MHz IFベクトル・
シグナル・アナライザ（52～88MHz）

最高のIF性能

高性能な本ベクトル・シグナル・アナ
ライザと一緒にチューナをご使用くだ
さい。Agilent 89611A IF VSAは、最大
36MHzのIF帯域幅用の70MHz "IF"チュ
ーナとして使用できます。89640Aに
組み込まれている同95Mサンプル／秒
のディジタイザおよびロング・キャプ
チャ・メモリは、89611Aにも装備さ
れており、時間と共に変化するワイド
バンドの複雑な信号にも対応できます。

89600の主な仕様

89610Aにオプションでチャネルをもう1つ追加することが
できます（オプション102）。チャネルの追加によって、帯域
幅は78MHz（I＋jQ）になります。校正カード89606には、
両方のチャネルに信号を送る2つの入出力端子があります。

89610A 89640A 89611A＊ 89641A

振幅確度 ±0.8 dB ±2.0 dB ±0.8 dB ±2.0 dB

スプリアス応答 ＜－70 dB ＜－65 dB ＜－70 dB ＜－65 dB

感度 ＜－152 dBm/Hz ＜－158 dBm/Hz －157 dBm/Hz ＜－154 dBm/Hz

＊ チューナは含まれていません。

89610Aベクトル・シグナル・アナライザ・システム

E1438

89606B入力校正�
モジュール�

E1438

PC

チャネル1
DC～40MHz

チャネル2
DC～40MHz�
（オプション）�

10MHz基準�

10MHz基準�

VXIメインフレーム�

スロット0�
インタフェース�

ADC

ADC

優れた測定性能

89611A IFベクトル・シグナル・アナライザ・システム

89605B入力校正�
モジュール�

チューナ�
（チューナは別売です）�

E1439 ADC PC

ベースバンド�
入力�

10MHz基準�

70MHz IF

スロット0�
インタフェース�

RF入力�
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89640Aベクトル・シグナル・
アナライザ（DC～2.7GHz）

優れたRF性能

ほとんどのワイドバンド開発要件に合
致させるため、Agilent 89640A VSAは、
36MHzという非常に広い帯域幅を提供
します。95Mサンプル／秒のディジタ
イザとオプションの768Mサンプルの
信号キャプチャ・メモリによって、時
間と共に変動する複雑な信号の解析が
容易になります。89640Aは、89610A
と同じように、優れた位相ノイズ特性、
感度、振幅確度特性を備えています。

89641A ベクトル・シグナル・アナ
ライザ（DC～6.0GHz）

拡張されたRF性能

ディジタル通信信号、WLAN信号など
の6GHzまでの解析およびトラブルシ
ューティングが可能です。89640A同
様に、89641Aは36MHzの解析帯域幅
を提供し、2ｘ帯域幅のターボ・モー
ドのWLANチップも十分に解析できま
す。この帯域幅と合せて優れた位相ノ
イズ特性、感度および振幅確度特性を
89641Aに組み込むことで、802.11a、
GSMおよびNADC上で時間と共に変化
する信号用の優れた解析ツールが得ら
れます。

89640Aベクトル・シグナル・アナライザ・システム

89641A IFベクトル・シグナル・アナライザ・システム

89605B入力校正�
モジュール�

E2730A�
ダウンコンバータ�
（20～2700MHz）�

E1439 ADC PC

入力�

20MHz～2700MHz�
またはDC～36MHz

20～2700MHz

10MHz基準�

70MHz IF

VXIメインフレーム�

スロット0�
インタフェース�

89605B入力校正�
モジュール�

E2731A�
ダウンコンバータ�
（20～6000MHz）�

E1439 ADC PC

入力�

20MHz～6000MHz�
またはDC～36MHz

20～6000MHz

10MHz基準�

70MHz IF

VXIメインフレーム�

スロット0�
インタフェース�
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VSAの真の実力は、時間と共に変化す
る複雑な信号を解析する能力です。
89600 VSAは、EDGE（enhanced data
rate for GSM evolution）、802.11aワイド
バンドLANなどの様々な標準フォーマ
ットや、よく使用される変調フォーマ
ットを解析します。

定性的な測定結果表示と定量的な解析
結果の両方によって、ディジタル変調
された信号をすばやく評価し問題を解
決することができます。次に、わかり
やすい表示フォーマットでシステム性
能を素早く直観的にビジュアル化する
ことができます。

サポートされる変調フォーマット

オプションAYAで使用可能なフォーマット

APCO 25 Bluetooth

CDMA Base CDMA Mobile

CDPD DECT

DTV8 DTV16

DVB16 DVB32

DVB64 EDGE

GSM HIPERLAN（HBR）

HIPERLAN（LBR） NADC

PDC PHP（PHS）

TETRA W-LAN（802.11b）
VDL mode 3

オプションB7Nで使用可能なフォーマット

W-CDMA（3GPP） cdma2000（3GPP2）

オプションB7Rで使用可能なフォーマット

WLAN（802.11a） WLAN（HIPERLAN/2）

一般的な変調フォーマット

（さまざまな中心周波数、シンボル・レート、フィル
タリング・タイプ、アルファ/BT）

BPSK、8PSK FSK2、4、8、16レベル

QPSK DQPSK

π/4 DQPSK D8PSK

MSKタイプ1、タイプ2 Offset QPSK

QAM 16、32、64、 EDGE
128、256

VSB 8、16 DVBQAM 16、32、64

強力なベクトル変調解析
（オプションAYA）

このEDGEコンスタレ
ーションでは、まった
く新しいISI補正フィル
タを使用して、信号自
体の品質を損なわずに
読みやすいコンスタレ
ーション表示を提供し
ています。

GSM信号MSKフォー
マットのスペクトラム
表示とEVM対時間表示

16QAM信号のスペク
トラム表示とエラー・ベ
クトル振幅対時間表示
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オプションB7Nは、W-CDMA、cdma
2000などの新しい3Gフォーマットの
復調機能と測定機能を提供します。フ
ォワード・リンクとリバース・リンク
の両方をサポートしています。

コード・ドメイン・パワー（CDP）、時
間、スペクトラム、位相および振幅コ
ード・エラーの複合測定を表示した
り、これらの測定を個々のチャネルに
対して表示できます。さらに、新しい
コード・ドメイン・エラー測定では、
EVM対チャネルのヒストグラムが得
られます。

無線LANの解析
（オプションB7R）

802.11a OFDM変調解析
（オプションB7R）

オプションB7Rは80 2 . 1 1 aおよび
HIPERLAN/2信号の復調および解析機
能を提供します。この高性能オプショ
ンはビットレベルまでバーストダウン
するWLANの復調をサポートします。
複合型のコンスタレーション表示によ
り、信号中に存在する変調フォーマッ
ト（BPSK、QPSK、16QAM、64QAM）
のすべてを自動的に確定および表示す
ることができます。変調品質の評価に
は、各シンボルのバースト全体、また
はシンボル中の各サブキャリアのエラ
ー・ベクトル振幅（EVM）表示を利用
します。コモン・パイロット・エラ
ー・トレースにより、パイロット・サ
ブキャリアの平均位相および振幅動作
が表示されます。これらの機能は既に、
89600シリーズ・ベクトル・シグナ
ル・アナライザの解析用ツールと統合
されており、802.11a OFDM信号の解
析およびトラブルシューティング用の
パワフルなソリューションとして提供
されています。

新しい3Gフォーマットの
測定（オプションB7N）

W-CDMAアップリンク信
号のCDPを表示していま
す。ここでは、信号がIブ
ランチとQブランチに分
離されています。Iチャネ
ルはトレースの上半分に
表示され、Qチャネルは
トレースの下半分に下向
きに表示されます。

802.11a OFDMバース
トのすべての変調フォー
マットのコンスタレーシ
ョンが表示されます。

サブキャリア（上のトレー
ス）またはシンボル（下の
ト レ ー ス ）に よ り 、
802.11a OFDMバース
トのEVMが表示されます。
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エラー・ベクトル振幅
対時間表示がVの形にな
る場合は、シンボル・
クロック・タイミン
グ・エラーがあります。
トレース演算によって、
おおよそのクロック・
レートがわかります。

この信号では、シンボ
ル間のEVM（緑で表示）
がシンボル・クロック
時間におけるEVM（赤
で表示）よりも高くなっ
ています。これは、フ
ィルタリング・エラー
があることを示します。
次にアダプティブ・イ
コライゼーション機能
を使って、必要な補正
を求めます。

ユニークなエラー解析ツール
が問題を明らかに

Agilent VSAには優れた解析機能が備
わっており、RF問題とDSP問題の両方
を表示できます。最も重要な測定がエ
ラー・ベクトル振幅（EVM）測定です。
EVMでは、エラー信号対時間ダイア
グラムを時間に対してプロットされま
す。EVMを使用すると、クロック・
タイミング・エラー、DACのオーバフ
ロー、補正エラーなどの問題を、1つ
の画面だけで識別できます。エラー解
析ツールには、EVM時間、EVMスペ
クトラム、アダプティブ・イコライゼ
ーションが含まれます。
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エラー・ベクトル振幅

エラー・ベクトル振幅（EVM）は、強
力な解析ツールです。システム性能に
問題が生じる前に限界条件を正確に特
定することができます。EVMは、入
力信号の位相と振幅を理想的な基準信
号と比較します。時間の経過による平
均エラーをパーセントとして表示させ
たり、エラーをシンボルごとに表示さ
せたりすることができます。

系統的なノイズを識別するにはEVM
エラー信号のFFTを使用します。これ
は、系統的なノイズを表示する唯一の
方法です。EVMスペクトラムのピー
クを調べて、システムの他のパーツか
らのスプリアスが結合していることを
確認します。

アダプティブ・イコライゼーション

アダプティブ・イコライゼーション
は、補正フィルタを動的に作成し適用
することによってI-Q変調信号から線
形エラーを除去します。このようなエ
ラーには、群遅延ひずみ、周波数応答
エラー、および反射またはマルチパス
ひずみがあります。ミスコード・ビッ
トなどのDSPエラー、または不適切な
フィルタ係数も明らかにできます。

イコライゼーションは、設計者が線形
エラーを識別し修正するために使用す
ることができる強力なツールです。信
号にあらかじめひずみを与えて線形エ
ラーを補正するほうが、ハードウェア
を変更してエラーを補正するよりも、
簡単で、時間もかからず、低コストで
す。また、アダプティブ・イコライゼ
ーションを使用しないと測定できない
ワイドバンド信号もあります。

EVMエラー信号のFFTは、初段のフェ
ーズ・ロック・ループ（PLL）からの混
入信号を表わします。こうしたエラー
は、変調エンベロープの下に隠れてい
るため、スペクトラム・アナライザで
は表示できません。

EVM対時間およびシン
ボル・テーブル

イコライゼーション・フィルタのイン
パルス応答係数をダウンロードして、
線形ひずみを持つ入力信号をディジタ
ル補正することができます。ここでは
イコライザによって、欠けているナイ
キスト・フィルタの信号を補正してい
ます。
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結果を、コンスタレーション・ダイア
グラム、アイ・ダイアグラム、トレリ
ス・ダイアグラムまたはスペクトラ
ム・ダイアグラムで表示することがで
きます。符号間干渉、直交バランス、
直交エラー、およびスプリアス応答を
検出することができます。搬送波ピー
クと状態遷移を時間と振幅の両方で測
定することができます。これらの一般
的な表示に加え、強力なスペクトログ
ラム表示も活用できます。この3次元
表示では、時間に対する信号の変化が、
カラーまたはグレースケールの振幅で
示されます。

相補累積分布関数（CCDF）

ディジタル信号はノイズに似ているの
で、システムやコンポーネントの動作
を表すには統計測定が有効です。信号
のパワー統計を特性評価するには、い
くつかのピーク／平均測定を行い、そ
の結果をCCDFとしてグラフに表示し
ます。CCDF曲線は、パワーがあるピ
ーク／平均比率以上である確率を示し
ます。その確率は、ピーク／平均パワ
ー比が大きいほど小さくなります。

アナログ復調エラー解析による信号の
不安定性の表示

89600 VSAには、AM復調、PM復調、
FM復調が標準ツールとして備わって
います。それぞれの機能を使って、信
号の振幅、位相、または周波数の偏移
を測定します。これらの偏移のFFTを
計算することにより、回路の他のパー
ツからの信号が結合していることがわ
かります。

測定表示

π/4 DQPSK信号のIQ
ダイアグラム

スペクトログラムは、
アンテナにおいて時間
と共に変化する無線機
の信号を、3次元で表示
したものです。カラー
は振幅を表します。こ
のスペクトログラムは、
時間に対する信号の周
波数偏移を示します。

16QAM信号のCCDF
曲線
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使いやすいWindowsのグラフィカル・
ユーザ・インタフェース

中心周波数、スパン、スケールなどの
パラメータを簡単に変更することがで
きます。パラメータの上にカーソルを
置くと手のマークが現れます。ダブル
クリックしてパラメータを入力する
か、上／下向きの矢印を使って入力し
てください。Microsoft Windowsアプリ
ケーションを使用されている場合は、
89600 VSAの操作を理解するのは簡単
です。

マーカおよびバンド・パワー測定

マーカ機能を利用して信号を識別する
ときは、マーカ・サーチ機能で信号の
最も高い部分にマーカを置いてくださ
い。ディスプレイの下の部分に、マー
カ・パラメータが表示されます。ディ
スプレイ上の2つの点の間のパラメー
タを測定するときはオフセット・マー
カを使用します。

信号ズーム

ハイライト・ボックスを使って信号を
拡大し大きく表示させることができま
す。対象となる信号を枠で囲み、倍率
を選択してください。X軸とY軸の倍
率を同時に変更することも別々に変更
することもできます。

上のトレースは周波数
ドメイン、下のトレー
スは変調信号のタイ
ム・ドメインです。
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PCベースの89600シリーズ・ベクト
ル・シグナル・アナライザ・ソフトウ
ェアは、ADSとの緊密な統合による計
算データの解析を可能にします。回路
図の任意の個所にVSAアイコンをドラ
ッグするだけで、89600ソフトウェア
をディジタル・モデルの任意のポイン
トに動的にリンクさせてデータを解析
することができます。

VSA測定ソフトウェアがPCに常駐す
るため、VXIメインフレームからの測
定データまたはADSモデルによって生
成されたデータを同じように正確に解
析することができます。

測定または計算したデータを89600シ
リーズ・ソフトウェアに記録し、後で
再生してさらに解析することができま
す。さらに細かい評価をするために、
再生を低速で連続的に繰り返すことが
できます。スパン周波数と中心周波数
を用いて拡大することにより、個々に
記録した信号をさらに詳しく解析する
ことができます。

89600に記録された実環境下の信号を
ADSにリンクすることで、設計のステ
ィミュラスのための実際の信号環境が
得られます。

ADSからAgilent ESGシリーズ信号発
生器への新しい測定器リンクを使用す
ると、シミュレーションの出力を取り
込み、ESGにダウンロードすることに
より、プロトタイプ・ハードウェアの
ソースとして使用できます。ハードウ
ェアは89600 VSAで測定し、必要に応
じてシミュレーション結果と比較でき
ます。逆に、89600 VSAを使ってプロ
トタイプ・ハードウェアの出力を測定
し、測定結果を使ってシミュレーショ
ンを実行することもできます。このよ
うにすれば、未完成なハードウェアが
あってもシステムを評価できます。

ハードウェアが未完成でも
システム問題が明らかに

「仮想ハードウェア」
を使って、ハードウェ
アが未完成でも測定を
行い、システムを評価
できます。

DDUUTT

実際のプロトタイプのハー
ドウェアからの測定値はデ
ザイン・シミュレーション
に利用できます。

Agilent 89600を使い、
デバイスの測定を行います。
この測定結果を、シミュレ
ートしたDUTの測定と比較
することもできます。



13

8 9 6 0 0ソフトウェアをさまざまな
Agilent測定器にリンクすることによ
り、変調評価およびトラブルシューテ
ィング機能を拡張できます。ソフトウ
ェアはPC上で動作し、GPIBまたは
LANを介してAgilent測定器に接続し
ます。

89600ソフトウェアをAgilentのESA-E
シリーズ・スペクトラム・アナライザ
と組み合わせた場合、89600Aソフト
ウェアの柔軟なディジタル復調および
解析機能をESAスペクトラム・アナラ
イザの周波数範囲および汎用スペクト
ラム解析機能に追加できます。

89600ソフトウェアを、Agilent PSA高
性能スペクトラム・アナライザと使用
した場合PSAシリーズの特長である高
性能スペクトラム解析、ワンボタン操
作によるパワー測定、標準準拠のディ
ジタル変調解析はすべて、89600ソフ
トウェアの柔軟な復調および解析機能
に統合されます。このパワフルな組み
合わせにより、ほとんどの通信システ

ム問題に対応可能な総合ソリューショ
ンが得られます。

89600ソフトウェアをAgilent Infiniium
オシロスコープ（一部のモデルのみ）
に組み合わせれば、非常に広い帯域幅
の信号を解析できます。オシロスコー
プは、最大1.5GHzの解析帯域幅を提
供し、ダウンコンバートされた衛星、
LMDS、およびMMDSの信号のディジ
タイズに最適です。ディジタイズされ
た信号は、GPIBまたはLANを介して
89600ソフトウェアが動作中のPCに転
送され、89600ソフトウェアの周波数、
時間および変調解析ツールが、信号の
評価およびトラブルシューティングに
使用できます。

AgilentのE4406 VSAトランスミッタ・
テスタを89600ソフトウェアに接続す
れば、2つの高性能測定器の様々な機
能により、優れたマルチフォーマット
の標準準拠のトランスミッタ・テスタ
および高性能で柔軟なディジタル復
調／解析ツールが得られます。

Agilentスペクトラム・アナライザや
オシロスコープに変調解析機能を
追加してください。
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オーダ情報

89610A DC～40MHzベクトル・シグナル・アナライザ

オプションAYA ベクトル変調解析
オプションB7N W-CDMAおよびcdma2000変調解析
オプションB7R 802.11aおよびHiperLAN2 OFDM変調解析
オプション001 1152MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション144 144MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション288 288MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション102 40MHz入力セカンド・チャネル
オプション145 144MBの信号キャプチャ・メモリで、40MHz入力セカンド・

チャネル
オプション289 288MBの信号キャプチャ・メモリで、40MHz入力セカンド・

チャネル
オプション002 1152MBの信号キャプチャ・メモリで、40MHz入力セカンド・

チャネル
オプション105 アドバンスド・デザイン・システムとの接続

89611A 70MHz IFベクトル・シグナル・アナライザ

オプションAYA ベクトル変調解析
オプションB7N W-CDMAおよびcdma2000変調解析
オプションB7R 802.11aおよびHiperLAN2 OFDM変調解析
オプション001 1152MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション144 144MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション288 288MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション105 アドバンスド・デザイン・システムとの接続

89640A DC～2700MHzベクトル・シグナル・アナライザ

オプションAYA ベクトル変調解析
オプションB7N W-CDMAおよびcdma2000変調解析
オプションB7R 802.11aおよびHiperLAN2 OFDM変調解析
オプション001 1152MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション144 144MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション288 288MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション105 アドバンスド・デザイン・システムとの接続

89641A DC～6000MHzベクトル・シグナル・アナライザ

オプションAYA ベクトル変調解析
オプションB7N W-CDMAおよびcdma2000変調解析
オプションB7R 802.11aおよびHiperLAN2 OFDM変調解析
オプション001 1152MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション144 144MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション288 288MBの信号キャプチャ・メモリ
オプション105 アドバンスド・デザイン・システムとの接続

PC最低要件：次のWebサイトで『Agilent 89600 Series Configuration Guide』をご
覧ください。www.Agilent.com
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サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。リスク
を最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高めることにあります。
アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様のニーズに応じたサポート
体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・リソースとサービスを
利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品を選択し、製品を十分に活用することがで
きます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、グローバル保証が付いてい
ます。製品の製造終了後、最低5年間はサポートを提供します。アジレント・テクノロジーのサポート
政策全体を貫く2つの理念が、「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」
です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジニア
が現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・テクノロ
ジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発揮することを
保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用するこ
とができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズに応じて
購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の専門的なサー
ビスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサイトの教育および
トレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、市場のきびしい競争に
勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジーのエンジニアが、お客様の
生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお手伝いします。
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